



























































─ 140 字支援による可能性とその限界 ─








































































































































































































































































































































この時期から、F さんの Tweet を筆者が
Retweet（RT）する形式に切り替えたので、そ
の形式を掲載。





































































































10 月 18 日
@one　Fさんはギリシャの女神アテネです。
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変容に関わるものだといえる。外的な世界に傷
を癒す薬があるように、内的な傷を癒し人を生
きさせる薬がある。それこそがイメージであり、
象徴である。人はそのために自分の神話を生き
ていかなければならない」と述べるように、子
どもが不登校状態に陥った場合、筆者はその子
どもを学校の復帰させることを第一義的に目指
すのではなく、神々は病いに姿を変えるとユン
グが述べるように、不登校という状態の背後で、
子どもとその家族が生きている神々とその意味
を見出すことを重要視している。
北山が（1982、34頁）「此の国は成功者の支
配するものであり、健康、正常、適応の資格が
与えられたものの国であり、ハハの国は失敗者
や失格者の落ち行く先であるという。父神イザ
ナギから此の国を治めるようにと命令されたア
マテラスは、当然かけがえのない子どもが不適
応状態に陥り、落伍者となってハハの国に行こ
うとする状態を受け入れることは難しい。」と
述べる。
老松（1999年、191頁）によれば、アテネも
アマテラスも生まれた時から高い地位につくが
故に、誇大さを意味するという。永遠の少年で
あり童子神であるスサノオが天の国から根の国
へと追い払われるみすぼらしい姿はアマテラス
の誇大さに潜む恥感情を意味する。
わが国の母親は自分の期待に応えることので
きない子どもに失望し、時には哀れに思うが、
誇大さに潜む恥感情が邪魔をし、その状態を受
け入れることは難しい。
老松（1997、p95－ 126）はスサノオにマレ
ビト的機能を見出している。マレビトは定期的
にあるいは稀に村を訪れ、歓待され、村や家に
はびこった穢れ、恥感情を持ち去って行く。
穢れとは、生きている間に生じる感情的な怒
りや苦悩、恥感情などといった受け入れがたく
て、心の底にたまるドロドロとしたヘドロのよ
うなものである。日本は古代からヘドロのよう
に心の底にたまった汚いものを最低 1年に 1回
か 2回、あの世に送る祭祀を行ってきた。筆者
（2010年、25頁―37頁）がすでに考察した久
高島で年に 2回行われるハンザナシーの祭祀の
ときに訪れるアカハンザナシーの神々もこの世
の穢れを持ち去る。
心理療法的にいえば、クライエントの感情的
ヘドロに耳を傾け、それを心理療法家が受け止
めることにより、クライエントの心にヘドロを
持ち去ってくれるマレビトが訪れる機会を待つ
ということであり、事実、筆者のクライエント
の夢にもそれとなくマレビトが訪れ、ヘドロを
被り、あの世に持ち去っていく心象風景が何度
となく現れる。そしてその一つがこの世のヘド
ロを被り、あの世に追いやられる鬼のような破
壊神なのである。
また、老松（1997年、p37－ 67）はマレビ
トに「外なる視点」的機能をも見出している。
筆者（2010年、25頁―37頁）が老松のマレビ
ト論を概括したように、「マレビトとは社会の
中枢と大勢を占める価値基準によって排除さ
れ、周辺に追いやられた意識的あり方に関連し
たイメージであり、漂泊者的特長を示す。それ
故、社会の大勢を占める集合意識からは『外な
るもの』とされる視点と捉えられる。この視点
こそユングが重要視するものであり、そして『外
なるもの』とされる視点がもたらされると、私
たちは、これまでとは違う自由と展望を手にし、
これまでとは違う主体性と能動性を生きること
ができるかもしれない」、ということである。
不登校はある一面から見ると学校不適応、受
験競争からの落伍と捉えられるが、今回の支援
過程の中でも見られるように、母親自身が親か
らの過度な期待を担い、実現し、さらにその過
大な荷物を自分の子どもに担わせていたことに
気が付くと、それにより子どもは自分に適った
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道を歩み始める。社会が当然のことと考えてい
るレールから外れることはわが国では恥と捉え
がちであるが、その恥を身に被りつつ独自の道
を歩む不登校生徒は蓑傘姿でハハの国に向かう
スサノオを彷彿とさせる。老松はわが国でスサ
ノオが表舞台に顕れる時は、変容を促す状況の
時だという。一面ではハハの国は不適応者、落
伍者が向かう場所であるかもしれないが、違っ
た側面から見れば、これまでとは違った自由と
展望を手にする場でもあるのである。
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